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　「光陰矢のごとし」　2001年 9月 11日アメリカ同時多発
テロ事件から 13年，2011年 3月 11日の東日本大震災から
3年がたちます。震災直後を被災場所で過ごし，携帯電話
が通じずテレビが見られず情報のない数日，ユーティリ
ティの遮断，水と食料の無い日々を過ごしました。地震と
津波に続いて起こった福島第一原発の事故は非常に危険な
状態を脱しましたが，日本はエネルギ不足になりました。
この時，日本は協力して「エネルギ使用の絶対量を減ら
す・大切に使う」方策を実施し，「原子力・化石燃料から再
生可能エネルギ（自然エネルギ）への転換」を目指しまし
た。けれども，現在は，東日本震災前に戻ってしまったよ
うです。なぜでしょうか？
　一方，2013年の世界は異常気象の連続でした。主なもの
でも，日本・中国中部の異常高温，ヨーロッパの異常多
雨，インド北部に大雨，フィリピンの台風 30号 (HAIYAN)
などが起こり，2014年に入りアメリカの低温，イギリスの
大嵐など異常気象は地球規模で起こっています。IPCCの発
表 1)から読み取れるように，人間の活動が地球の容量を越
しているのは事実です。
　産業・技術に目を転じると，日本の電子・電気産業は不
調が続き，JIEPと関係企業も国内家電メーカの低迷や製造
拠点の海外移転などに伴い厳しい状態です。一方，世界の
工場と称する国々では公害問題が激しくなり，貧富の格差
が広がり，さらに賃金の安い国へ製造業が移転する傾向で
す。けれども世の中には必要で好調な産業・製品がありま
す。例えば，低燃費車，セキュリティアプライアンス，パ
ワーデバイス，高効率・省エネルギ製品などです。そし
て，素材，自然エネルギ，環境保全技術は持続可能な世界
のために日本が牽引すべき重要な技術です。本来，日本の
政策・エネルギの選択・技術と産業の動向は，世界の進む
方向に影響を与え，世界の動きを持続可能な方向に変える
力があります。環境調和を考えた日本の技術の世界への貢
献はますます重要になります。
　今回の環境特集は原点に返り，人文と自然科学の両面か
ら環境調和を考えます。「環境法規制対応と是正対応につい

て」は，行き過ぎた行動でなく，本当の環境調和のための
対応。「プリント配線版における環境対応と難燃性につい
て」は，素材技術の大切さと難燃性から製品の適正対応を
考えます。「化学物質審査規制法の概要と最近の動向につい
て」は，利便性と危険性が諸刃の剣である本来自然界に存
在しないあるいは人工的に大量に作り出した化学物質の適
正管理と法規制対応。最新の科学技術対応からは，適切に
活用すれば環境技術や健康医療などに大いに貢献するナノ
テクノロジーから「カーボンナノチューブ・グラフェンの
接合技術の展望」で CNTsとグラフェンの説明とナノエレ
クトロニクス領域での活用の検討。「SiCパワーエレクトロ
ニクスの実装技術」は，低炭素社会を実現する省エネの
キーデバイスとし SiC半導体素子を中心に説明。「リグニン
を用いたエポキシ系熱硬化性樹脂の開発」は，再生産可能
な有機質資源でカーボンニュートラルな素材のバイオマス
で，地球温暖化阻止と持続可能な社会の確立に向け食糧と
競合しないリグニンを有用な化学資源として利用する技術
の紹介です。アイデアとオリジナリティーを大切に“Think 
Globally, Act Locally”，トランスディシプリナリティで，
競争だけではなく適切な協力・協調と環境調和を考え，日
本と産業の発展，そして持続可能な世界への移行の実現を
考えましょう。
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